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認知症当事者と企業の協働
”靴下プロジェクト“

広報なごや 名古屋市公式note

認知症フレンドリーコミュニテイー事業から⽣まれたもの



株式会社⼤醐
誰にとっても履きやすい靴下

Unicks（ユニークス）



• 有識者懇談会という場で、「靴下を履くのに苦労している」という⽣活課題
を持った当事者と、靴下をつくるものづくり企業が出会った

• これまで認知症を「関係ない（他⼈ごと）」と捉えていた企業が認知症を
「⾃分ごと」として捉え直した

• ヒアリングでの対話から、「靴下を⾃分で履けること」は⼈としての尊厳に
関わる⼤切なことという、これまで気づいていなかった”新たな価値”に
気がつくことができた

出会いと学び合いは
既存のフレームを超え
新たな価値とアイデアを⽣む！

“靴下プロジェクト”は なぜ⽣まれたか なにを⽣んだか



後藤さんがしたような“体験”や
“変容のプロセス”をどうしたら広げられるか

靴下のプロトタイプ（試作品）を披露する後藤さん
第2回有識者懇談会（令和2年11⽉）にて



社会課題に取り組むということは
マイナスをゼロにすることではなく
新しい価値を⽣むことだ

第３回有識者懇談会後藤委員の発⾔



“ストーリー”を伝える
インタビュー記事

北区認知症フレンドリーコミュニティガイドより抜粋



北区認知症フレンドリーコミュニティガイドより抜粋



⼈と⼈が”平場”で出会うアイデアミーティング


